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地域活性化 
Ⅳ 地域の活力向上に資する国土交通行政の展開 ～地域の活力なくして国の活力なし～ 

　 

平
成
１９
年
４
月
２７
日
（
木
）
に
「
平

成
１８
年
度
国
土
交
通
白
書
」
が
閣
議

発
布
、
公
表
さ
れ
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
去
る
６
月
１４
日
に
沖

縄
県
水
産
会
館
（
那
覇
市
）
に
お
い

て
「
国
土
交
通
白
書
説
明
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

本
特
集
で
は
、
「
平
成
１８
年
度
国

土
交
通
白
書
」
の
概
要
に
つ
い
て
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
地
域
に
対
す
る
国
民
の
意
識

　
地
域
の
現
状
へ
の
認
識
や
将
来
見
通

し
、
地
域
格
差
に
対
す
る
意
識
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
に
関
し
、
現
状
に

つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
悪
く
な
っ
た
と
す

る
回
答
は
少
数
で
あ
っ
た
が
、
将
来
に

つ
い
て
は
、
不
安
を
感
じ
る
と
す
る
回

答
が
町
・
村
の
居
住
者
を
中
心
に
比

較
的
高
く
、
具
体
的
に
は
、
高
齢
化

や
少
子
化
、
人
口
減
少
と
い
っ
た
点
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
格
差
の
拡
大
を

感
じ
る
と
す
る
回
答
の
割
合
は
高
く
な

っ
て
お
り
、
地
域
格
差
の
拡
大
を
感
じ

る
点
と
し
て
は
、
所
得
水
準
や
雇
用

情
勢
を
挙
げ
る
回
答
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。 

  

地
域
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

〜
社
会
・
経
済
構
造
の
変
化
の
中
で

転
換
点
に
立
つ
地
域
〜
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グラフ1．自分の住んでいる地域の現状についてどう感じるか グラフ2．自分の住んでる地域の将来について不安を感じる点

グラフ4．地域格差が拡大していると考える点 グラフ5．活力ある地域の実現のために国が取り組むべきだと思う分野

グラフ3．地域格差は最近拡大していると考えるか
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Ⅳ．地域の活力向上に資する国土交通行政の展開 

開発建設部 

　
地
域
の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

で
、
東
ア
ジ
ア
地
域
を
始
め
と
す
る
海

外
の
成
長
を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
等

を
通
じ
て
、
自
立
的
発
展
を
可
能
と

す
る
経
済
的
基
盤
を
確
立
す
る
と
と

も
に
、
生
活
圏
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
人

口
減
少
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
人
々

の
暮
ら
し
の
質
を
確
保
し
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

●
生
活
圏
レ
ベ
ル
の
課
題 

・
人
口
減
少
の
下
で
の
ま
ち
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り 

・
地
域
の
活
力
を
支
え
る
公
共
交
通 

・
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
下
で
地
域
の

活
力
を
支
え
る
担
い
手 

・
地
域
に
お
け
る
建
設
産
業
の
新
た
な

役
割 

●
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
観
光
振
興

　
観
光
は
、
創
意
工
夫
に
よ
り
地
域
独

自
の
資
源
を
活
か
し
た
取
組
み
が
可
能

で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
地
域
の
活
力
の

向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域

に
お
け
る
主
体
的
な
取
組
み
を
推
進
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

 

社
会
・
経
済
構
造
の

変
化
に
伴
う
地
域
に

お
け
る
課
題

第2章 
グラフ6．団塊の世代アンケート
　　　　「６０歳を過ぎてからの人生でやってみたいこと」（複数回答）

　
地
域
活
性
化
策
の
展
開
に
当
た
り
、

国
土
政
策
、
社
会
資
本
整
備
、
交
通

政
策
等
の
地
域
に
密
着
し
た
行
政
分

野
を
幅
広
く
担
う
国
土
交
通
省
が
果

た
す
べ
き
役
割
は
大
き
く
、
既
に
平
成

１８
年
１１
月
に
は
「
国
土
交
通
省
地
域

活
性
化
戦
略
」
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
、

そ
の
際
の
基
本
的
認
識
に
沿
っ
て
、
地

域
活
性
化
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

●
地
域
活
性
化
の
た
め
の
条
件
整
備 

　
本
格
的
な
少
子
高
齢
社
会
が
到
来
し
、

人
口
が
減
少
に
転
じ
る
中
、
高
齢
者
・

障
害
者
等
を
始
め
誰
も
が
安
全
で
快
適

に
生
活
で
き
る
よ
う
、
公
共
交
通
機
関
、

住
宅
、
建
築
物
、
歩
行
空
間
、
都
市

公
園
等
に
つ
い
て
、
よ
り
一
体
的
・
総
合

的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

地
域
活
性
化
に
向
け
た

国
土
交
通
施
策
の
展
開

第3章 
図表1．バリアフリー歩行空間


